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５
月
21
日
に
安
曇
野
市
穂
高
自
動

車
学
校
に
て
安
曇
野
交
通
安
全
協
会

の
主
催
で
第
20
回
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー

コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
安
協
筑
北
支
部
で
は
、
１
チ
ー
ム

参
加
し
、
車
の
運
転
技
術
を
競
い
合

い
ま
し
た
。

　
筑
北
支
部
で
は
、
団
体
の
部
に
お

い
て
「
第
３
位
」、
個
人
の
部
に
お

い
て
坂
北
分
会
の
瀧
澤
光
江
さ
ん
が

高
点
数
で「
第
１
位
」に
輝
き
ま
し
た
。

　
中
村
顯
司
さ
ん
は
行
政
相
談
員
を

四
期
八
年
勤
め
ら
れ
、
こ
の
た
び
辞

任
さ
れ
る
に
あ
た
り
総
務
大
臣
か
ら

行
政
相
談
制
度
の
発
展
に
寄
与
し
た

こ
と
で
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
中
村
さ
ん
に
は
、
筑
北
村
の
行
政

相
談
の
他
、
村
行
政
の
推
進
役
と
し

て
ご
活
躍
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

後
も
引
き
続
き
の
ご
活
躍
を
ご
期
待

申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　区・常会及び団体等が、自らの知恵と工夫により協働で自主的、主体的に
取り組む地域の活力を生み出す発展性のある事業に対して、必要な経費を
支援する「筑北村協働事業支援金」の平成22 年度の実施結果を公表します。
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筑北村の人口
総人口 5,417人

男 2,624人

女 2,793人

戸　数 1,999戸

（平成23年6月30日現在）

第35号

　 平成22年度
筑北村協働事業支援金の実施結果について

高速バス停（坂北）清掃事業
【高速バス停清掃向原有志の会】

事業名 団体名 事　業　内　容 支援金額
（支援内容）

常会集会施設及
び集荷施設修繕
事業

桂石氷室常会

　地域のよりどころになっている常会集会施設及
び集荷施設に傷みが出てきているため、住民自ら
の手で屋根の塗装を行い、地域の絆・高齢者ネッ
トワークの構築、地域コミュニティー活動の活性
化を推進する。　　　　　　　　　（H23年度実施）

62,835 円

大側福寿草群生
地の保護・整備
事業

大側福寿草の会
　自然の恵みである大側福寿草を保護育成整備し、
ＰＲすることにより都市と農村の交流の促進を図
る。　　　　　　　　　　　 （H23 年度実施予定）

60,000 円

高速バス停（坂
北バス停）清掃
事業

高速バス停清掃
向原有志の会

　村の玄関口の一つである高速バス停を定期的に
清掃を実施し、気持ちよく利用できる環境を維持
管理する。

43,052 円

善光寺街道切通
ベンチ設置事業 青柳宿切通の会

　最近増加している善光寺街道青柳宿を歩いて訪
れる観光客が、休息したりゆっくりアルプスを眺
めてもらうことが出来るベンチを製作・設置する。

　　　　　　　　　　　（23 年度実施予定）
98,000 円

もみじ会テーブ
ル購入事業 刈谷沢もみじ会 　各地区の公民館で概ね月に１回、昼間いる住民

総出で準備設営し、昼食を兼ねて健康管理、生き
がい発掘等を行いながら、地域コミュニティの醸
成や地域連携の再確認を行っているが、足腰に負
担の少ないテーブルと椅子を用意して更なる活発
化を図る。

テーブル、椅
子の貸出

むつみ会テーブ
ル購入事業 刈谷沢むつみ会 テーブル、椅

子の貸出

もみじ会テーブル購入事業
【刈谷沢もみじ会】

◇平成22年度 協働事業支援金 決定事業一覧

◇協働事業支援金の概要

◇協働事業支援金全般についてのお問い合わせ先　　　　　　村づくり推進室　電話　66-2211

◇活動状況

○支援金の概要
　　事業交付対象経費の 10 分の 10 以内で 10 万円を限度として交付します。
　　※　団体の運営費、人件費、施設の経常的な維持管理経費、用地費、食糧費など対象となら

ない経費があります。
○支援員
各総合支所長が支援員として事業実施に当たっての助言・相談に応じます。

　　本城総合支所 TEL 66－2111　坂北総合支所 TEL 66－2211　坂井総合支所 TEL 67－2002
○選定委員会
　　申請された事業は、地域代表と行政で構成する選定委員会が年 3回（4月、8月、12 月）
　開催され、可否の決定をします。（申請は、随時受付けます。）

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

今年で５回目となる夏まつりですが、今回は坂北小学校校庭で開催します。
詳細は、夏祭りのお知らせ（各戸配布）をご覧ください。

inさかきた
7月 30日（土）開催！！

行
政
相
談
員

中
村
顯
司
さ
ん
に
総
務
大
臣
か
ら

感
謝
状
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
コ
ン
テ
ス
ト

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
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固
定
資
産
税

　
毎
年
１
月
１
日
を
基
準
日
と
し

て
、
土
地
・
家
屋
な
ど
固
定
資
産
を

所
有
さ
れ
て
い
る
方
に
対
し
て
課
税

さ
れ
ま
す
。

　
平
成
23
年
度
の
納
税
通
知
書
は
、

５
月
初
旬
に
発
送
し
ま
し
た
。

　
年
４
回
の
納
期
限
が
あ
り
ま
す
。

（
左
の
表
の
と
お
り
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
総
務
課
　
総
務
係

　
電
話
　
66
―
２
２
１
１  

「はかり」定期検査が行われます。
　商品の売買に使用したり、各種の証明に用いる「はかり」をお持
ちのみなさんは、２年に１回の定期検査を受ける必要があります。
　筑北村の検査日程は次のとおりですので、必ず「はかり」をお持
ちになり、受検してください。　

場　　所 実 施 日 時　　間

9 月 26 日（月）

本城総合支所
駐車場 午前 10 時～正午

坂北総合支所
駐車場 午後 1時 30 分～午後 3時

9月 27 日（火） 筑北村公民館
（坂井公民館） 午前 10 時～午前 11 時 30 分

　※検査には検査手数料が掛かります。
【お問い合わせ先】
　　産業課　商工観光係　電話６７－２００２
　　長野県検量検定所　検定・検査課　電話４７－４００６（松本合同庁舎内）

快適な暮らしと、清らかな流れを（合併浄化槽を設置しましょう）
（お申込み・お問い合わせ先）　建設課上下水道係　電話　６６－２１１１

平成２４年３月までに合併浄化槽の設置希望がある方は、
平成２３年１０月３１日までにお申し込みをお願いいたします。

村では村内の集合処理区域外において、合併浄化槽の設置による水洗化を推進しています。設
置については、受益者の方からの分担金、国からの補助金、村費により村が実施いたします。
平成 23 年 11 月以降の申請については、本年度の国からの補助金の対象とならない場合があり
ますので、翌年度の設置とさせていただきます。ご承知をお願いいたします。
◎ 村が行うのは、合併浄化槽本体の設置です。

宅内のトイレ、風呂や流し台の改修、宅内から合併浄化槽までの流入管、合併浄化槽から水
路などまでの放流管の設置は、個人が村の指定業者へ依頼し、費用も全額自己負担となります。

◎ 受益者の方の分担金は、村が行う設置工事費の３０％です。
設置工事費は、各世帯の人員・建物の延床面積（人槽）、車両の乗入れの有無（加重）、かさ

上げ・放流ポンプ必要の有無（こう配）によって違ってきます。
村が行う設置工事費が 150 万円であった場合、その 30％の 45 万円が分担金となります。

◎ 浄化槽法第７条に伴う検査手数料１２, ０００円は自己負担です。
設置した浄化槽の使用開始から６ヶ月以内に法定検査が義務づけられており、検査料は自己
負担となります。この検査は設置後、１回のみです。

◎ 浄化槽法第11条検査、合併浄化槽（本体）の維持管理は村が行います。
毎年の法定検査（適正に汚水が処理されているかの検査）、それに伴う管理・清掃（汚泥の
くみ取り）・修繕業務（ブロワーの交換など）は村が行いますので、個人負担はありません。

　
村
税
は
貴
重
な
村
の
財
源
で
す
。

納
期
内
の
納
税
に
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

村
県
民
税
（
住
民
税
）

　
前
年
の
所
得
に
応
じ
て
課
税
さ
れ

ま
す
。
所
得
割
額
と
均
等
割
額
と
が

あ
り
ま
す
。

◆
納
税
通
知
書
が
届
く
方

　
平
成
23
年
度
の
納
税
通
知
書
は
６

月
初
旬
に
発
送
し
ま
し
た
。

年
４
回
の
納
期
限
が
あ
り
ま
す
。

（
左
の
表
の
と
お
り
）

◆
給
与
か
ら
引
き
落
と
し
に
な
る
方

６
月
以
降
の
給
与
か
ら
毎
月
引

き
落
と
し
に
な
り
ま
す
。

（
※
年
の
途
中
で
退
職
さ
れ
た
場
合

は
、
別
途
納
付
書
で
納
め
て
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

◆
年
金
か
ら
引
き
落
と
し
に
な
る
方

　
65
歳
以
上
（
昭
和
21
年
４
月
２
日

以
前
生
ま
れ
）
の
年
金
受
給
者
で
、

前
年
中
の
年
金
所
得
に
係
る
村
県
民

税
額
が
あ
る
方
で
す
。

　
納
付
方
法
は
年
金
か
ら
の
引
き
落

と
し
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
変
更
で

き
ま
せ
ん
。

（
※
税
額
の
変
更
等
が
あ
っ
た
場
合

は
納
付
書
等
で
納
め
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。）

●
新
た
に
年
金
か
ら
引
き
落
と
し
に

　
な
る
方

　
引
き
落
と
し
は
10
月
支
給
分
の
年

金
か
ら
と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
年
税
額
の
半
分
は
、

６
月
と
８
月
の
２
回
に
分
け
て
納
付

書
等
で
納
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
村
の
通
信
回
線
で
は
、
ア
ナ
ロ
グ

放
送
終
了
に
伴
い
、
当
面
の
間
デ
ジ

タ
ル
放
送
か
ら
ア
ナ
ロ
グ
放
送
へ
変

換
し
た
配
信
も
行
っ
て
い
き
ま
す
の

で
、
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
は
、

そ
の
ま
ま
で
テ
レ
ビ
を
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。（
設
定
等
は
不
要
で
す
。）

■
平
成
27
年
４
月
１
日
以
降
は
、
デ

ジ
タ
ル
放
送
へ
の
対
応
を
済
ま
せ
て

い
な
い
と
、
村
の
通
信
回
線
で
も
テ

レ
ビ
放
送
が
視
聴
で
き
な
く
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
に
は
地

デ
ジ
化
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
！

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　
総
務
課
　
企
画
財
政
係

電
話
　
66
―
２
２
１
１

平
成
23
年
7
月
24
日（
日
）に

ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
終
了
し
ま
す
。

平
成
23
年
度
の
村
税
に
つ
い
て

（
お
知
ら
せ
）

第１期 平成23年６月30日(木)

第２期 　　〃    ８月31日(水)

第３期 　　〃　10月31日(月)

第４期 平成24年１月31日(火)

村県民税の納期限一覧表

第１期 平成23年5月31日(火)

第２期 〃　   ８月１日(月)

第３期 　　〃　12月27日(火)

第４期 平成24年２月29日(水)

固定資産税の納期限一覧表
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●対象者（特例対象者）
　　平成７年４月２日から平成 19 年４月１日までの
間に生まれた方。

●接種を受けられる期間
　　20 歳の誕生日の前日まで。
注）この特例措置は平成 17 年度から 21 年度までの間に接種をできなかった方に行うもので
あり、特例対象者がすべて、20歳になるまで自由に受けられるということではありません。
現在３歳～７歳６か月未満、９歳～ 13 歳未満の定期の予防接種の年齢に当たる方は年齢
内に接種してください。単なる「接種忘れ」は対象となりません。

●受ける回数
　　受けられなかった回数分（母子健康手帳をご確認ください）。
　　※かなり以前に接種した分についても国は有効としておりますので、その回数を含めて
　　　最大４回接種。　ただし、２期の４回目を受けるのは、９歳以上です。

●接種方法
　　今年度小学校３･４年生（平成 13・14 年度生まれ）の方は集団接種（別途通知）。
　　その他の方は村指定医療機関で個別接種。

●接種手続きの方法
　　対象者の母子健康手帳を持参の上、住民福祉課窓口（本城総合支所）へおこしください。
　　接種回数分の予診票をお渡しします。各自医療機関へ予約をして接種してください。
　　電話でのお問い合わせは、住民福祉課健康づくり係（電話６６－２１１１）へお願いします。

●関連情報　　厚生労働省のホームページもご覧ください。
　　　　　　　http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou20/annai.html

夜空の天の川がひときわ美しい季節となりました。
6月には歯の衛生週間がありましたが、ご家族皆さん、歯医者さんで
検診を受けられましたでしょうか？ 1年に 1回は家族そろって歯科検
診を受けましょう！！
　
☆筑北村の幼児健診での虫歯の実態をまとめてみました。☆

　1歳 6ヵ月はようやく離乳食の完了期となりますが、すでに虫歯になっている幼児がいます。
これが、3歳になると３～ 6人に１人の割合で虫歯の幼児がいるのが現状です。
　昔と比べ、砂糖が入ったお菓子やジュース、味の濃いスナック菓子やアイスクリームも１年中、
簡単に手に入るようになりました。
　これらのものは、虫歯だけでなく、全身に負担がかかり影響もでます。
　子どものすい臓が、大人と同じ働きができるようになるのは４歳以降です。
　小さいうちから臓器に負担をかけることで、将来生活習慣病に早くからなってしまうとの研
究も進んでいます。
　『子どもが喜ぶから ･･･』、『子どもが欲しがるから ･･･』、『子どもにも一緒のものを食べさせ
たいから ･･･』
　
本当に子どものことを考えて育てるということはどういうことなのか、考えてみませんか。

★ 1歳半健診での虫歯の実態
年度 受診者数 虫歯の人数 虫歯の割合 虫歯の本数 一人当たりの本数
H17 33 1 3.0% 4 0.12 
H18 38 0 0.0% 0 0
H19 25 0 0.0% 0 0
H20 27 0 0.0% 0 0
H21 27 0 0.0% 0 0
H22 17 1 5.9% 4 0.24 

★ 3 歳健診での虫歯の実態
年度 受診者数 虫歯の人数 虫歯の割合 虫歯の本数 一人当たりの本数
H17 34 11 32.4% 60 1.8 
H18 33 6 18.2% 14 0.4 
H19 24 8 33.3% 28 1.2 
H20 32 5 15.6% 21 0.7 
H21 32 4 12.5% 16 0.5 
H22 27 6 22.2% 22 0.8 

日本脳炎予防接種の対象者拡大について今回のテーマ
健康
ほっと
情報

平成17年度から21年度までの間、日本脳炎の予防接種後に重い病気になった事例があったこと
をきっかけに、厚生労働省の勧告により村から日本脳炎予防接種のご案内を行いませんでした。
このため接種機会を逃した方について、特例対象者として下記のとおり接種を受けていただ
けます。（接種費用は村で負担します）
対象の方は、住民福祉課健康づくり係までお問い合わせください。

健康館プール オープン中！
（温水ではありませんので、利用期間は9月上旬までの予定です。）

○プール使用料金　大人：２００円　　小・中学生：１００円
 ○プール使用時間　午前10時～午後８時 （休館：毎週火曜日）

【お問い合わせ先】　冠着荘フロント　電話６７－２２１６
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村
で
は
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
事
故
の
影
響
を
受
け
て
電
力
の
確

保
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

節
電
に
関
す
る
様
々
な
取
組
を
強
化

し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ご
利
用
の
際
に
節
電
に
よ
る
ご
不

便
・
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
こ
と
が

あ
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
支
障

が
あ
れ
ば
、
お
近
く
の
職
員
に
遠
慮

な
く
お
話
し
く
だ
さ
い
。

　
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
幾
分
で

も
電
力
需
給
の
安
定
に
つ
な
が
る
よ

う
取
組
を
進
め
て
い
き
た
い
考
え
で

す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

特
に
節
電
す
る
村
の
施
設

役
場
各
庁
舎
、
筑
北
村
公
民
館

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
総
務
課
　
総
務
係

　
電
話
　
66
―
２
２
１
１

村
の
施
設
で
の
節
電
対
策
に

つ
い
て

熱中症を防ぐために
○熱中症の発生は７～８月がピーク。日頃から十分な睡眠をとり、体調を整え予防に努めましょう。
○熱中症患者のおよそ半数は６５歳以上の高齢者です。高齢者は暑さや水分不足を自覚しにくく、身体
の熱を放散しにくいことから特に注意が必要です。周りが協力して熱中症にかかりやすい高齢者や、
障がい児（者）、子どもに熱中症予防を呼びかけあうことが大切です。

○今年の夏は電力不足が心配されていますが、節電を意識して扇風機やエアコンの使用を控え過ぎ、体
調を崩すことがないように気をつけましょう。

１．熱中症とは

高温多湿な環境下で、体内の水分や塩分のバランスが崩れたり、体温調節機能がうまく働かな
いことによって起こります。体内に熱がたまり、筋肉痛や大量の汗、さらには吐き気やだるさが
現れ、重症になると意識障害などが起こります。

２．熱中症の予防法　～熱中症の予防には「水分補給」と「暑さを避けること」が大切です。

３．熱中症になった時の処置は

◎ 涼しい場所へ避難させる
◎ 衣服をゆるめ身体を冷やす
　まず、大きい血管の上（首、脇、太ももの付け根）
　を中心に冷却パックで冷やす。

◎ 水分・塩分を補給する
　スポーツドリンクまたは、うすい食塩水を飲ませる。
　（概ね水１リットルに塩２グラムの濃度）

自力で水が飲めない、
意識が無い場合は、

直ちに119番通報して病院へ！

村から、夏の節電対策についてのお願い
－省エネルギー・節電にご協力ください－

中部電力浜岡原子力発電所の運転停止に伴い、充分な電力確保が厳しいと予想されています。
この夏は、特に月曜日から水曜日の昼間時間帯（１３時～１６時）に

極めて厳しい状況になることが予想されています。（中部電力ホームページより）
計画停電等の事態を予防するためにも、みなさんのご協力が必要不可欠です。

ご家庭での節電対策をまとめてみましたので、ご家族でもう一度見直してみてください。

◇特に節電する期間と時間帯
７月～９月の平日の昼間時間帯（１３時～１６時）。特に月曜日から水曜日。

◇節約のポイント

１　こつこつと 基本は“こつこつ”と減らしていくしかありません…。ＣＯ２や、
ご家庭の電気代削減につながる有意義な取り組みと意識しましょう。

２　くふうする めんどうでも、少しの手間で節電につながることも結構あるようです。
もう一度、“工夫”できることがないか見直してみましょう。

３　むりしない 過度な節電は、熱中症や、ストレスになってしまうこともあります。
“がまん”をせず、長続きできる節電方法を考えましょう。

◇家庭でできる、節電メニュー
項　　目 節　電　対　策 チェック

エ ア コ ン
①温度計を設置して、室温２８℃を心がける。
②よしずやすだれ、遮光フィルムなどで日差しを和らげる。
③できるだけ扇風機を使って、エアコンの使用を減らす。　

照　　 明 ①昼間はなるべく照明を使わない。　②まめに消灯する。

テ レ ビ 省エネモードやバックライトの輝度を下げる設定をして、見ないとき
は消す。（パソコンの液晶モニタにも応用できます。）　　　

冷 蔵 庫
①設定温度を「強」から「中」にする。　
②扉を開けている時間を短くする。　③物を詰め込みすぎない。
④熱いものは、冷ましてから入れる。　　　　　　　　　　　　

待 機 電 力 ①リモコンの操作ではなく、本体の主電源を切る。
②長時間使わないときはコンセントからプラグを抜いておく。

炊 飯 器 保温機能を使わない。

電気ポット ①お湯はガスコンロで沸かす。　②長時間の保温をやめる。
③電気式でない魔法瓶がある場合は使用を切り替える。

使用時間帯 炊飯器、掃除機、アイロン、電子レンジなど消費電力の大きい電気製
品は、昼間時間帯や、同時での使用を避ける。

購 入 す る 新しく買うことが必要になった場合は、製品の省エネ性や、電気を使
わない方法も検討に入れてみる。

準 備 す る 取扱説明書等で、使用している主な電気製品の消費電力（Ｗ）を調べ、
一覧表を作るなど節電の準備をしてみる。

◇他にも節電できることがないか、調べてみましょう。
　不要な電気を消して、家族全員で旅行や外出をすれば、一番の節電になる？
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筑北村の対応についてご報告します
長野県北部地震及び東北地方太平洋沖地震

◇義援金について
　　義援金にご協力いただき、心から感謝申し上げます。
　　５月 30 日までに、2,707,178 円の義援金が寄せられ、一次分として、日本赤十字社長野県支部へ
2,155,596 円、栄村へ 551,582 円を贈りました。
引き続きご支援いただけますよう、よろしくお願いします。

　　また、村からも、長野県町村会を通し、両被災地へあわせて百万円を贈りましたのでご報告します。

＜義援金の受付場所＞

義援金箱の
設置場所

○筑北村役場　　　本城・坂北・坂井　各庁舎、温泉施設
○社会福祉協議会　本城・坂北・坂井　各支所
＜各窓口カウンターに設置してあります＞

受付期間 当面の間受け付けます。

受付時間 午前８時３０分から午後５時まで　　※土日祝日は除きます。

◇職員の派遣について
　　４月２３日から５月１日まで、事務職員１人を派遣し、宮城県気仙沼市の避難所で支援活動を行
いました。これは、全日本自治団体労働組合の復興支援活動として、毎週全国から５５チーム・
２７５人が参加している中で、松塩筑の一員として参加したものですが、村としてもその意義に賛
同し、公務扱いでの出張としました。

◇避難される方の受け入れ体制について
　東北地方太平洋沖地震で被災された方が、避難・自主避難を希望される場合、個々にご相談を受
け付けています。
【お問い合わせ先】　総務課　総務係　電話６６－２２１１

　＜派遣職員の活動概況の報告＞
○被災地の状況…　津波がなかったところは意外にも被害が少なく、凄惨な光景と、穏やかな
光景とが同時に視界に入るところもありました。また、山に囲まれていても、川をさかのぼ
ってきた津波に破壊しつくされ、建物が何も残っていない集落も見受けられました。

○避難所の状況…　避難所となっている中学校では、
空き教室と体育館に約５百人が避難していました。
まだライフラインが復旧していない地域があり、
約５百人への食事の提供も行っていました。
食事の配布は昼と夜の１日２回ですが、栄養的
に十分とは思えない内容でした。
東北の方の辛抱強さからか、一見平穏に見えて
も実際はだいぶ疲労がたまっていると感じました。
○活動の概況…　避難所での受付、食料・物資の受
け渡し、夜間の巡回などについて、市の職員の業
務支援を行いました。業務の中心は、合計約１千人への食事の提供でした。

○感　　　想…　この震災と今後どのように関わっていくべきなのか、何かできることはない
のか、また、村として防災はどうあるべきなのか、大いに考えさせられました。

避難所の様子

成年後見支援センターの名称が決定しました !
～成年後見支援センターかけはし～

　松本市・安曇野市・生坂村・山形村・筑北村の支援により、松本市社会福祉協議会が設置・運
営している成年後見支援センターの名称について、平成 23 年 4 月 1 日から 5月 10 日まで募集し
たところ、147 件のご応募をいただきました。
　この募集結果を踏まえ、下記のとおり決定しましたのでお知らせします。
　たくさんのご応募、ありがとうございました。

１　名　　称　　かけはし（成年後見支援センターかけはし）
２　応 募 数　　147 件
３　選定方法　　募集した結果に基づき、5月 27 日（金）に開催した成年後見支援センター運

営委員会小委員会において検討・協議した結果、複数の応募があった名称の
うちから「かけはし」が選定されたものです。

４　選定理由　　当センターの位置づけ、役割、意義から、応募件数の多かった「かけはし」が
名称として相応しいこと。　

【お問い合わせ先】
　　松本市社会福祉協議会　成年後見支援センターかけはし　担当　鳥羽・中野まで
　　電話　８８－６６９９　　FAX　８８－６６４７

平成 23 年度「長野県政　出前講座」のご案内
　今年度は、「自然エネルギー推進の現状と課題」などの新たなテーマや、医療・福祉、環境な
ど暮らしに身近なテーマをはじめ、県政の様々な分野から 133 のテーマをご用意しました。
　多くの皆さまのお申込みをお待ちしています。（パンフレットは役場でもご覧になれます。）

◇「長野県政　出前講座」とは…
○対象　　県民の皆さまが参加する概ね 20 名程度のグループ（自治会、企業、サークル、
　　　　ボランティアなど地域の団体）を対象としています。
　　　　　＊収益目的、一定の政治、宗教の表現を目的とする場合は対象となりません。
　　　　　＊事業目的に合わない集会は、お断りする場合があります。
○内容　　テーマについての説明と意見交換をします。
○方法　　県職員が皆さまの集会に出向きます。土・日・祝日、夜間も可能です。
　　　　　時間は概ね 1～2時間程度ですが、皆さまのご希望に合わせ調整します。
○経費　　県職員に関する費用は一切不要です。（会場の設営などの経費や、有料の資料を使
　　　　用する場合の購入代金は、お申込み者の負担となります。）

◇お申込み等詳細
　　テーマの内容や、お申込み方法など詳しくは長野県ホームページをご覧ください。
　　長野県ホームページ　http://www.pref.nagano.lg.jp
　　　　　　　　　　　　　トップページ>参加する 利用する>講座>県政出前講座
◇お問い合わせ先　　長野県　総務部広報県民課
　　　　　　　　　　電話０２６－２３５－７１１０　ＦＡＸ０２６－２３５－７０２６
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暴
力
団
等
に
関
す
る
困
り
ご
と
を
、

セ
ン
タ
ー
顧
問
弁
護
士
と
職
員
が
無

料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◇
開
設
日
及
び
会
場

○
７
月
25
日
（
月
）

松
本
市
役
所
　
東
庁
舎

４
階
　
東
41
号
会
議
室

○
８
月
５
日
（
金
）

上
田
市
役
所
　
南
庁
舎

６
階
　
真
田
の
間

◇
開
設
時
間
（
各
会
場
と
も
）

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

◇
予
約
の
受
付
等

○
予
約
の
受
付
は
セ
ン
タ
ー
で

行
い
ま
す
が
、
予
約
が
な
く

て
も
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

○
お
急
ぎ
の
方
は
ど
こ
の
会
場

で
も
受
け
付
け
ま
す
。（
記
載

以
外
の
開
設
日
及
び
会
場
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

◇
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

㈶
長
野
県
暴
力
追
放
県
民
セ
ン
タ
ー

電
話
　
０
２
６
―
２
３
５
―
２
１
４
０

民
事
暴
力
に
関
す
る
困
り
ご
と

無
料
巡
回
相
談
所
の
ご
案
内

『行方不明の人を捜す相談所』開設のお知らせ
警察では、身内の方などの行方が分からず、お困りの方からの相談に年間を通じて応じておりま
すが、８月には「行方不明の人を捜す相談所」を開設して相談をお受けします。
　相談所の開設日時・場所は次のとおりです。

開設日時 開設場所

年間を通じて（土・日等の休日を除く）
午前９時30分～午後５時

警察本部鑑識課
（長野市松代町　警察機動センター内）
電話（０２６）２７８－９５００（内線５１２）

８月１日～８月31日（土・日等の休日を除く）
午前９時30分～午後５時

県下各警察署の刑事課、生活安全課又は
生活安全・刑事課

出
張
相
談
所

８月１日（日）午前９時30分～午後５時 飯田警察署　電話（０２６５）２２－０１１０
８月１日（日）午前９時30分～午後５時 松本警察署　電話２５－０１１０
８月１日（日）午前９時30分～午後５時 上田警察署　電話（０２６８）２２－０１１０

※　長野県警察ホームページに「行方不明の人を捜す相談所」に関する情報を掲載し、長野県
内において亡くなられた身元不明の方の所持品等を掲載しておりますのでご覧下さい。
  （県外情報へのリンク集も掲載）　《ホームページ》http://www.pref.nagano.lg.jp/police/
※　アクセス要領（次の順にクリックしてください。）
　　　   刑事部  →  鑑識課　行方不明の人を捜しています →  相談所を開設しています  
　　　
　相談に訪れる際は、担当の係員が事件等で不在となる場合がありますので、あらかじめ電話
でのご連絡をお願いいたします。

【お問い合わせ先】　安曇野警察署　刑事課鑑識係　　電話７２－０１１０　内線３５１番
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石
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に
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れ
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特
別
遺
族
給
付
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の
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求
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平
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24
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３
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で
で
す
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保
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求
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を
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先
】

長
野
労
働
局
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０
２
６
―
２
２
３
―
０
５
５
６
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し
し
て
お
り
ま
す

が
、
今
な
お
、
引
き
取
り
手
が
な
く

保
管
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
も

の
が
多
数
あ
り
ま
す
。

返
還
請
求
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、

ご
本
人
は
も
と
よ
り
ご
家
族
の
方
で

も
構
い
ま
せ
ん
。
お
心
当
た
り
の
方

は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

保
管
し
て
い
る
通
貨
・
証
券
等

●
上
陸
地
の
税
関
又
は
海
運
局
に

預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券
等

●
帰
国
前
に
在
外
公
館
や
日
本
人

自
治
会
等
に
預
け
ら
れ
た
通

貨
・
証
券
等
の
う
ち
、
そ
の
後

日
本
に
返
還
さ
れ
た
も
の

◇
通
　
貨

・
旧
日
本
銀
行
券

・
旧
日
本
軍
軍
票

◇
証
券
等

・
支
那
事
変
割
引
国
庫
債
券

・
大
東
亜
戦
争
割
引
国
庫

債
券
　
等

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
財
務
省
名
古
屋
税
関

　
　
　
監
視
部
監
視
通
関
部
門

電
話

　
０
５
２
―
６
５
４
―
４
０
６
０

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
生
涯
学
習
通

信
講
座
の
受
講
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
ま
ず
は
、
無
料
の
案
内
書
を
ご

請
求
く
だ
さ
い
。

■
募
集
内
容

生
涯
学
習
通
信
講
座
（
趣
味
か
ら

資
格
ま
で
全
２
０
０
コ
ー
ス
以

上
）

■
募
集
期
間

生
涯
学
習
通
信
講
座
　

通
年
申
込
受
付

■
お
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

電
話
（
代
表
）

０
４
２
―
５
７
２
―
３
１
５
１

案
内
書
請
求
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
―
06
―
８
８
８
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.n-gaku.jp/life

石
綿
に
よ
る
疾
病
に
気
づ
い
て

い
な
い
方
を
探
し
て
い
ま
す

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
受
講
者
募
集
中
！

終
戦
当
時
、引
揚
者
の
方
々
か

ら
お
預
り
し
た
通
貨
・
証
券
等

を
返
還
し
て
い
ま
す
。
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夏
場
は
、
１
年
の
う
ち
で
感
電
や

電
気
事
故
の
最
も
多
い
季
節
で
す
。

　
経
済
産
業
省
で
は
８
月
を
「
電
気

使
用
安
全
月
間
」
と
定
め
、
全
国
一

斉
に
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

《
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
》

○
傷
ん
だ
電
線
、
コ
ー
ド
を
使
っ
て

い
ま
せ
ん
か

○
洗
濯
機
、
電
子
レ
ン
ジ
に
ア
ー
ス

は
取
り
付
け
て
あ
り
ま
す
か

○
漏
電
遮
断
器
は
取
り
付
け
て
あ
り

ま
す
か

【
電
気
の
ご
相
談
は
】

　
㈶
中
部
電
気
保
安
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
大
町
事
業
所

電
話
　
０
２
６
１
―
23
―
２
０
１
２

平成23年度自衛官募集案内
防衛省では、下記の予定で特別職国家公務員「自衛官等」の受付及び試験を実施します。

試験種目 応募資格 受付期間 試験日

自衛官候補生 男子 18歳以上27歳未満 年間（9月8日まで） 9月18日・24日　
10月1日・2日

女子 8月1日～9月9日 9月25日

一般曹候補生 男女 18歳以上27歳未満 8月1日～9月9日 1次：9月17日　
2次：10月6日～13日

看護学生 男女 高卒（見込含）24歳未満 9月5日～9月30日 1次：10月22日　
2次：11月19日・20日

航空学生 男女 高卒（見込含）21歳未満 8月1日～9月9日
1次：9月23日　
2次：10月15日～20日
3次：11月12日～12月15日

防衛大学校
学生

推薦
男女 高卒（見込含）21歳未満

9月5日～9月8日 9月24日・25日

一般 9月5日～9月30日 1次：11月5日・6日 
2次：12月13日～17日

防衛医科
大学校学生 男女 高卒（見込含）21歳未満 9月5日～9月30日 1次：10月29日・30日 

2次：12月7日～9日

高等工科
学校生徒

推薦
男子 中卒（見込含）17歳未満

11月1日～12月16日 24年1月7日～9日

一般 11月1日～24年1月6日 1次：24年1月14日　
2次：24年1月28日～31日

予備自衛官補

一般

男女

18歳以上34歳未満

7月19日～10月5日

10月14日～17日
（いずれか1日を指定されます。）
※採用試験は、年間2回（4月・10月）
　ただし「技能」は10月の採用試験
　は実施しない場合があります。

技能 18歳以上で保有する技能
に応じ53～55歳未満

そ
の
他

陸上自衛官（看護）
看護師免許を有し保健師・
助産師免許保有者
（見込含）で36歳未満

9月5日～9月30日 11月19日

貸費学生 技術
大学の理学部、工学部の
3・4年次又は大学院修士課

程在学
12月1日～24年1月13日 24年2月4日

お問い合わせ先：自衛隊長野地方協力本部松本事務所・広報センター「信濃」
　　　　　　　　松本市深志 2-6-5　マルナカ深志ビル 1F　電話・FAX：0263-36-2787

　
松
塩
安
筑
老
人
福
祉
施
設
組
合
で

は
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
温
心
寮
の
職

員
を
募
集
し
ま
す
。

■
職
種
・
採
用
予
定
人
数
等

▼
介
護
職
員
　
若
干
名
（
普
通
自

動
車
免
許
及
び
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
２
級
以
上
を
有
す
る
人
）

■
受
付
期
間
　
　
８
月
26
日
ま
で

■
選
考
試
験
日
　
９
月
９
日
（
金
）

■
申
し
込
み
先

　
温
心
寮
に
あ
る
所
定
の
申
込
書

に
記
入
し
、
同
施
設
へ
直
接
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
養
護
老
人
ホ
ー
ム
　
温
心
寮

　
　
電
話
92
―
１
０
２
０

▼
中
級
　
短
期
大
学
卒
業
程
度

▼
初
級
　
高
等
学
校
卒
業
程
度

（
平
成
24
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見

込
み
の
人
を
含
む
）

○
看
護
職
員
（
上
級
・
中
級
）

昭
和
31
年
４
月
２
日
以
後
に
生

ま
れ
た
人
で
、
看
護
師
又
は
准
看

護
師
の
有
資
格
者

○
介
護
職
員
（
上
級
・
中
級
・
初
級
）

昭
和
41
年
４
月
２
日
以
後
に
生

ま
れ
、
次
い
ず
れ
か
の
要
件
に
該

当
す
る
人

①
介
護
福
祉
士
又
は
社
会
福
祉
士
の

資
格
又
は
受
験
資
格
を
有
す
る
人

②
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
を
有
し
、

老
人
福
祉
施
設
で
の
介
護
経
験

が
６
か
月
以
上
あ
る
人

○
各
職
共
通

普
通
自
動
車
免
許
を
持
つ
人

専
門
資
格
は
平
成
24
年
３
月
末

ま
で
に
取
得
見
込
の
人
を
含
む

■
第
１
次
試
験
　
８
月
28
日
（
日
）

■
申
し
込
み
方
法

　
事
務
局
等
に
あ
る
申
込
書
に
記

入
し
、
８
月
１
日
か
ら
８
月
17
日

ま
で
に
本
人
が
直
接
事
務
局
に
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
松
塩
筑
木
曽
老
人
福
祉
施
設
組
合

事
務
局
　
　
　
電
話
53
―
５
０
０
０

■
職
種
・
採
用
予
定
人
数

▼
介
護
職
員
　
７
名

▼
看
護
職
員
　
10
名

■
試
験
区
分
及
び
受
験
資
格

▼
上
級
　
大
学
卒
業
程
度

８
月
は

「
電
気
使
用
安
全
月
間
」で
す

養
護
老
人
ホ
ー
ム
温
心
寮
の

職
員
を
募
集
し
ま
す

平
成
24
年
度
に
採
用
す
る
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
職

員
を
募
集
し
ま
す

松本広域連合消防職員採用資格試験（初級）
申込期間：平成23年8月17日（水）～8月21日（日）

　来年４月に採用予定の松本広域連合消防職員（初級）の採用資格試験を次のとおり実施します。
□募集内容

試験区分 採用予定人員 受　験　資　格

初級 消防 若干名
昭和 63 年 4 月 2 日から平成 6年 4月 1日までに生まれた
人で、高等学校卒業程度の学力を有する人。ただし、4年制
大学卒業者及び卒業予定者は受験できません。

□　第1次試験（教養・適性・体力試験）
⑴　平成 23 年 9 月 18 日（日）
⑵　場所 : 松本市波田 4417-1「松本市波田公民館及び松本市波田体育館」
□  受験申込
　平成 23 年 8 月 17 日（水）から 8月 21 日（日）までに、松本広域連合事務局（松本市役
所大手事務所 6階）へ、本人が直接、試験申込書を持参してください。土、日曜日も受付
を行います。
□　試験案内・申込用紙
　松本広域連合事務局、消防局及び各消防署並びに松本広域連合関係 8市村の市役所・役
場にあります。
※　郵送希望の人は、140 円切手を貼付し、送付先の住所・氏名を記載した角 2の返信用
　封筒を同封の上、赤字で「試験案内希望」と明記してお早めに次まで請求してください。

〒 390-0874　松本市大手 3丁目 8番 13 号　松本市役所大手事務所 6階
松本広域連合事務局総務課　TEL ３４－３２５０

※試験案内はホームページでもご覧になれます。　アドレス　http://www.m-kouiki.or.jp

タコ足配線は火災のもと
コンセントをふやして電気を
安全につかいましょう。
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平
成
23
年
６
月
定
例
議
会
が
６
月

８
日
か
ら
16
日
ま
で
の
９
日
間
の
会

期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

議
決
さ
れ
た
議
案

◆
平
成
22
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
８
号
）
ほ
か
特
別
会
計
補
正

予
算
10
件

◆
筑
北
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

◆
筑
北
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
　

◆
筑
北
村
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補

償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）ほ
か
特
別
会
計
３
件

◇
報
告

○
平
成
22
年
度
筑
北
村
繰
越
明
許
費

繰
越
計
算
書
報
告
に
つ
い
て

○
平
成
22
年
度
社
会
福
祉
法
人
筑
北

村
社
会
福
祉
協
議
会
の
経
営
状
況

に
関
す
る
書
類
の
報
告
に
つ
い
て

○
平
成
22
年
度
財
団
法
人
筑
北
村
開

発
公
社
の
経
営
状
況
に
関
す
る
書

類
の
報
告
に
つ
い
て

請
　
願

☆
「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
」

の
堅
持
に
関
す
る
請
願
書（採

　
択
）

陳
　
情

☆
福
島
第
一
原
発
の
事
故
対
策
の
強

化
、
原
子
力
政
策
の
転
換
、
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
開
発
・
普
及

等
に
関
す
る
国
あ
て
意
見
書
の
採

択
を
求
め
る
陳
情
　
　（
採
　
択
）

☆
農
村
女
性
の
農
業
委
員
へ
の
登
用

促
進
に
関
す
る
要
請
書（資

料
配
布
）

☆
郵
政
改
革
法
案
の
速
や
か
な
成
立

を
求
め
る
意
見
書
を
国
に
求
め
る

陳
情
　
　
　
　
　
　
　（
採
　
択
）

意
見
書

　
議
員
発
議
に
よ
り
請
願
・
陳
情
に

対
す
る
３
件
の
意
見
書
が
採
択
さ
れ
、

関
係
各
機
関
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

◇
「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
」

の
堅
持
に
関
す
る
意
見
書

◇
福
島
第
一
原
発
の
事
故
対
策
の
強

化
、
原
子
力
政
策
の
転
換
、
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
開
発
・
普
及

等
に
関
す
る
国
あ
て
意
見
書

◇
郵
政
改
革
法
案
の
速
や
か
な
成
立

を
求
め
る
意
見
書

第
36
回
町
村
議
会
議
長
・
副
議
長

全
国
研
修
会
開
催
に
参
加
し
て

副
議
長
　
宮
澤
信
雄

　　
＝
新
た
な
出
発
＝
と
し
て
、
第
36

回
研
修
会
が
５
月
17
・
18
日
東
京
で

開
催
さ
れ
、
関
川
議
長
と
参
加
し
ま

し
た
。

　
初
日
は
、総
務
省
自
治
財
政
局
長
・

椎
川
忍
氏
よ
り
「
地
域
力
創
造
と
地

域
お
こ
し
の
ヒ
ン
ト
」
と
題
し
て
、

地
域
力
・
人
間
力
を
生
か
し
た
分
権

改
革
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
、
次
に

明
治
大
学
教
授
・
牛
山
久
仁
彦
氏
よ

り
「
町
村
議
会
だ
か
ら
で
き
る
」
と

題
し
て
、
特
に
、
議
会
改
革
へ
の
協

働
型
に
つ
い
て
基
調
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。
続
い
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
「
町
村
議
会
だ
か
ら
で
き
る
」
と

し
て
、

○
岩
手
県
紫
波
町
・
武
田
平
八
議
長

○
宮
城
県
蔵
王
町
・
村
山
一
夫
議
長

○
神
奈
川
県
真
鶴
町
・
岡
ノ
谷
佳
子
議
長

○
鹿
児
島
県
与
論
町
・
町
田
末
吉
議
長

以
上
４
名
の
パ
ネ
リ
ス
ト
に
よ
り
、

町
の
現
状
と
課
題
、
議
会
の
現
状
と

議
会
改
革
と
し
て
の
活
性
化
・
開
か

れ
た
議
会
の
取
組
に
つ
い
て
討
論
を

し
ま
し
た
。

　
我
が
村
議
会
も
改
革
に
取
組
ん
で

い
る
こ
と
か
ら
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　
二
日
目
は
、東
京
大
学
名
誉
教
授
・

大
森
彌
氏
よ
り
「
二
元
代
表
制
と
議

会
の
価
値
」
と
題
し
て
、
議
会
に
危

機
が
き
て
い
る
〜
議
会
の
価
値
に
つ

い
て
講
演
が
あ
り
、
次
に
、
軍
事
ア

ナ
リ
ス
ト
・
小
川
和
久
氏
よ
り
、
危

機
管
理
に
つ
い
て
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
と
人
間
の
知
恵
を
生
か
す
国
・
地

域
づ
く
り
に
つ
い
て
講
演
が
さ
れ
ま

筑北村
議会だより
平成23年7月15日発行

編集　筑北村議会だより編集委員
〒399-7601
長野県東筑摩郡筑北村坂北2187番地
電話　0263-66-2211
FAX　0263-66-3656
ホームページ
http://www.vill.chikuhoku.lg.jp
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し
た
。

　
筑
北
村
も
合
併
後
６
年
た
つ
中
で
、

議
会
に
多
く
の
課
題
が
求
め
ら
れ
て

い
る
現
実
を
受
け
止
め
、
小
さ
な
村

だ
か
ら
で
き
る
こ
と
を
議
員
一
人
ひ

と
り
の
努
力
と
議
会
全
体
の
努
力
で
、

村
民
の
皆
さ
ん
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

村
づ
く
り
に
努
力
し
て
い
く
こ
と
を

更
に
、
強
く
痛
感
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

議
会
村
内
視
察

建
設
産
業
常
任
委
員
会
委
員

　
　
　
　
　
　
市
川
　
厚
夫

　
６
月
定
例
会
中
の
13
日
に
、
村
長

以
下
関
係
職
員
と
と
も
に
、
議
員
全

員
で
の
現
地
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
主
な
る
視
察
場
所
は
、
５
月
29
日

大
雨
に
よ
る
差
切
峡
の
県
道
崩
落
現

場
、
昨
年
７
月
２
日
に
発
生
し
た
梅

雨
前
線
豪
雨
災
害
に
よ
る
大
沢
地
籍

復
旧
工
事
、
国
道
４
０
３
号
新
矢
越

ト
ン
ネ
ル
建
設
、
本
城
地
域
の
管
末

解
消
バ
イ
パ
ス
管
布
設
工
事
、
栃
平

浄
水
場
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
差
切
峡
の
県
道
大
町
麻
績
イ
ン

タ
ー
千
曲
線
に
つ
い
て
は
、
中
込
集

落
、
大
町
市
方
面
に
通
勤
す
る
村
民
、

ま
た
生
坂
村
を
結
ぶ
生
活
道
路
で
あ

り
ま
す
。
村
当
局
は
先
般
県
松
本
建

設
事
務
所
へ
要
望
書
を
提
出
し
ま
し

た
。
盆
前
の
通
行
再
開
を
目
指
す
方

針
の
回
答
が
あ
っ
た
と
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
　
　

　
大
沢
地
籍
災
害
復
旧
工
事
は
、
現
在

進
行
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
河
鹿
沢
地
籍
で
は
、
村
道
・
農
地

崩
落
地
は
、
法
面
に
フ
ト
ン
篭
・
コ

ン
ク
リ
ー
ト
２
次
製
品
・
丸
太
柵
を

使
用
し
て
復
旧
し
て
あ
り
ま
し
た
。

　
新
矢
越
ト
ン
ネ
ル
建
設
は
、
概
略

図
を
見
な
が
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

落
石
・
倒
木
の
危
険
性
の
排
除
や
、

冬
季
交
通
の
安
全
確
保
等
を
目
的
に

４
０
３
号
の
バ
イ
バ
ス
を
新
設
す
る

も
の
で
す
。

　
第
２
滝
上
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
た
滝

上
３
号
橋
か
ら
安
曇
野
市
明
科
の
ス

ノ
シ
ェ
ー
ド
を
越
え
た
地
点
を
結
ぶ

全
長
１
・８
㎞
で
す
。
工
事
年
度
は
、

28
年
度
を
想
定
し
て
い
ま
す
が
、
未

曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本

大
震
災
の
影
響
で
順
調
に
予
算
化
さ

れ
る
か
心
配
さ
れ
ま
す
。
一
刻
も
早

く
着
手
す
る
よ
う
関
係
方
面
に
働
き

か
け
を
す
る
よ
う
心
が
け
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
の
視
察
で
、
筑
北
地
域
は
山

に
囲
ま
れ
た
中
山
間
地
で
す
か
ら
局

地
的
な
大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
の
危

険
性
が
あ
る
地
域
が
多
く
見
受
け
ら

れ
ま
し
た
。
自
然
災
害
未
然
防
止
の

た
め
地
域
住
民
の
防
災
意
識
の
高
揚

と
、
防
災
知
識
の
向
上
を
図
り
安
全

確
保
を
先
取
し
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

議
員
奉
仕
活
動
に
つ
い
て

　
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
議
員
の
奉

仕
活
動
の
一
環
と
し
て
、
今
年
は
坂

北
地
域
の
差
切
峡
公
園
周
辺
の
草
刈

を
７
月
７
日
に
実
施
し
ま
し
た
。

議会日誌

5月
13日

17日～18日

20日

23日

24日

26日

議会運営委員会・学校等統合
問題検討特別委員会（第4回）

正副議長全国研修会

議会全員協議会

東筑摩郡町村議長会臨時会

国道143号改良舗装期成同
盟会総会
中部縦貫自動車道建設・国道
158号整備促進期成同盟会総会

6月
2日

8日～16日

13日

30日

県町村議長会臨時総会

6月定例会

学校等統合問題検討特別委員
会（第5回）

村民と議会議員との懇談会（本城）

差切峡の県道崩落現場
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「
筑
北
村
子
ど
も
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
事
業
」の
概
要
　
シ
リ
ー
ズ
①

心
の
伝
言
板
⑰

　『
筑
北
シ
ニ
ア
大
学
』
へ
参
加
の

お
知
ら
せ
を
聞
く
け
ど
、
ど
ん
な
こ

と
す
る
の
か
な
？
ど
ん
な
方
た
ち
の

集
ま
り
か
し
ら
？

『
ハ
イ
、
お
答
え
し
ま
す
。』

 一、
お
お
む
ね
六
十
歳
以
上
の
方
々

な
ら
誰
で
も
参
加
で
き
る
学
習

の
場
で
す
。

 二、
内
容
は
、
現
代
や
村
を
知
る
講

演
や
生
活
に
役
立
つ
講
演
、
講

座
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
、
三
地
域

に
分
か
れ
て
の
講
座
。
人
気
の

あ
る
講
座
は
、
村
外
講
座
（
村

外
へ
出
て
学
習
し
ま
す
）
と
歌

声
喫
茶
（
懐
か
し
い
歌
、
ま
た

テ
ー
マ
を
決
め
て
選
曲
し
た
歌

と
喫
茶
店
の
よ
う
に
お
茶
を
飲

み
な
が
ら
楽
し
く
歌
い
ま
す
）

な
ど
、
皆
さ
ん
で
楽
し
く
学
習

し
、
交
流
を
行
う
場
で
す
。

 三、
年
間
８
回
か
ら
９
回
開
催
し
て

い
ま
す
。（
ほ
ぼ
月
一
回
）

 四、
申
込
や
参
加
は
、
開
催
時
に
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
の
で
そ
の

都
度
、
ご
都
合
に
合
わ
せ
て
お

申
し
込
み
、
ご
参
加
下
さ
い
。

当
初
の
名
簿
登
録
等
の
必
要
は

＊
「
筑
北
村
子
ど
も
支
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業
」
と
は
、
平
成
２
３
年
度

を
初
年
度
（
試
行
年
度
）
と
し
、
平

成
２
８
年
度
ま
で
の
子
ど
も
一
人
一

人
の
「
育
ち
」
に
関
す
る
施
策
の
方

向
性
を
描
い
た
、
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
の
こ
と
で
す
。

　
重
点
目
標
：
乳
幼
児
か
ら
義
務
教

育
終
了
ま
で
の
子
ど
も
一
人
一
人
の

「
育
ち
」
に
対
す
る
一
貫
性
の
あ
る

支
援
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

願
い
と
キ
ー
ワ
ー
ド
：

①
健
や
か
な
子
ど
も
の
成
長
を
願
っ
て

　
　
　（
共
育
と
信
頼
）

②
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
子
ど
も
の

　
伸
び
る
力
の
育
成
を
願
っ
て

　
　
　
　
　（
自
立
と
学
力
向
上
）

③
子
ど
も
の
豊
か
な
心
の
育
成
を
願
っ
て

　
　（
共
生
と
生
命
）

　
筑
北
村
民
憲
章
及
び
筑
北
村
教
育

の
理
念
・
教
育
の
基
本
方
針
を
基
本

と
し
な
が
ら
、
施
策
を
組
み
立
て
て

い
ま
す
。

　
事
業
の
概
要
と
主
な
内
容

①
母
子
保
健
、
児
童
福
祉
、
学
校
教

育
を
一
元
的
に
取
り
扱
い
担
当
す

る
「
こ
ど
も
支
援
課
」
を
設
置
し
、

乳
幼
児
期
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で

一
貫
性
の
あ
る
支
援
の
実
現
を
目

指
し
ま
す
。
併
せ
て
子
ど
も
に
関

す
る
支
援
機
関
と
人
的
環
境
の
連

携
強
化
と
充
実
を
図
り
ま
す
。

②
子
ど
も
の
成
長
の
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ

た
事
業
項
目
を
設
定
す
る
と
同
時
に

一
貫
性
の
あ
る
支
援
施
策
を
講
じ
て

行
き
ま
す
。
ま
た
、
今
ま
で
実
施
し

て
き
た
子
ど
も
に
関
す
る
様
々
な
事

業
を
線
で
結
び
、
網
を
掛
け
一
つ
一

つ
が
意
味
の
有
る
施
策
に
成
る
よ
う

事
業
展
開
を
図
り
ま
す
。

例
：
保
育
園
期
か
ら
の
外
国
語
活
動
の

導
入
や
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入
な
ど

③
子
ど
も
に
関
す
る
各
種
相
談
窓
口

や
相
談
体
制
の
整
備
・
充
実
を
図

り
、
育
児
か
ら
教
育
に
関
す
る
相

談
を
は
じ
め
、
障
害
を
も
つ
子
ど

も
の
早
期
発
見
と
関
係
機
関
の
連

携
に
よ
る
継
続
的
な
支
援
を
目
指

し
ま
す
。

例
：
子
ど
も
教
育
相
談
、
巡
回
子
ど

も
教
育
相
談
、
育
児
・
療
育
相
談
な
ど

＊
筑
北
村
子
ど
も
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
事
業
の
根
底
に
は
、
住
民
の
皆
さ

ん
と
と
も
に
地
域
の
子
ど
も
を
育
み

な
が
ら
一
人
一
人
の
「
育
ち
」
を
支

援
し
て
い
こ
う
と
い
う
願
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
に
関
し
ま
し
て
、
村

民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
は
次
回
以

降
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

始
ま
り
ま
し
た「
英
語
と
と
も
だ
ち
」

　
本
年
度
は
、「
筑
北
村
子
ど
も
支

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
の
一
環
と

し
て
、外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

エ
リ
ン
・
ス
ト
リ
ー
ト
先
生
と
外
国

語
活
動
支
援
員
（
Ｊ
Ｔ
Ｅ
）
青
島
郁

代
先
生
を
各
保
育
園
に
お
招
き
し

「
英
語
と
と
も
だ
ち
」
と
題
し
、
保

育
園
の
活
動
に
取
り
入
れ
て
指
導
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
英
語
は
世
界
を
つ
な
ぐ
有
力
な
言

葉
と
し
て
、
現
代
社
会
に
お
い
て
も
、

身
近
な
言
語
と
し
て
日
々
の
暮
ら
し

の
中
に
溢
れ
て
い
ま
す
。
筑
北
村
で

は
、
保
育
園
の
幼
少
期
か
ら
音
声
を

中
心
に
英
語
に
慣
れ
親
し
む
こ
と
で
、

英
語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

素
地
を
養
う
こ
と
を
目
標
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
子
ど
も
は
異
質
な
も
の
に
対
し
て

の
抵
抗
感
が
少
な
く
、
素
直
に
英
語

が
自
分
の
中
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
は
単
語
の
意
味
が
分
か
ら
な

く
て
も
、「
こ
う
い
う
こ
と
を
言
っ
て

い
る
ん
だ
な
。」
と
推
測
す
る
力
が
潜

在
的
に
有
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
初
め
て
の
経
験
の
た
め
か
、
緊
張

し
た
様
子
の
子
ど
も
た
ち
で
し
た
が
、

時
間
が
経
つ
に
連
れ
て
慣
れ
、
先
生

が
教
え
て
く
れ
る
英
語
の
手
遊
び
歌

や
、
動
物
の
名
前
と
鳴
き
声
を
聞
き

な
が
ら
真
似
を
し
た
り
し
て
、「
英

語
と
と
も
だ
ち
」
に
な
る
よ
い
き
っ

か
け
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
本
年
度
か
ら
取
り
入
れ
ま
し
た

「
英
語
と
と
も
だ
ち
」
の
活
動
は
今

後
も
回
数
を
増
や
し
て
、
異
文
化
に

触
れ
、
心
と
体
の
発
達
を
促
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
関
連
頁
21
頁

あ
り
ま
せ
ん
。（
ご
近
所
や
お

友
達
を
お
誘
い
し
て
ど
う
ぞ
。）

 五、
送
迎
も
い
た
し
ま
す
。

 六、
全
部
参
加
す
る
と
、
皆
勤
賞
、

ち
ょ
っ
と
お
休
み
す
る
と
精
勤

賞
が
も
ら
え
ま
す
。（
皆
勤
賞

を
も
ら
お
う
と
頑
張
っ
て
い
る

方
も
お
り
ま
す
）

 七、
男
性
の
方
、
女
性
の
方
等
性
別

は
問
い
ま
せ
ん
。（
最
近
は
男

性
の
参
加
も
増
え
て
き
ま
し

た
）

年
度
当
初
、
代
表
の
方
々
よ
り
年

間
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
、
ご
意
見

を
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
が
望
む
学
習

内
容
に
近
づ
け
る
よ
う
計
画
を
立
て

て
進
め
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　
７
月
は
、「
青
少
年
の
非
行
・
被

害
防
止
全
国
強
調
月
間
」・「
青
少
年

に
有
害
な
社
会
環
境
排
除
県
民
運
動

強
化
月
間
」・「
暴
走
族
追
放
強
化
期

間
」「
第
61
回
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
強
調
月
間
」
で
す
。

　
筑
北
村
で
は
、
７
月
１
日
（
金
）

に
筑
北
村
青
少
年
健
全
育
成
推
進
会

議
委
員
の
皆
さ
ん
と
保
護
司
の
皆
さ

ん
に
よ
り
、
西
条
駅
・
坂
北
駅
・
冠

着
駅
に
て
街
頭
啓
発
活
動
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
人
権
か
る
た
（
第
一
回
）

あ
―
あ
り
が
と
う
　
み
ん
な
笑
顔
に
な

る
言
葉
　
　
　 （
小
学
一
年
生
作
）

い
―
い
や
が
ら
せ
　
さ
れ
て
気
づ
い
た

相
手
の
い
た
み
（
中
学
二
年
生
作
）

う
―
う
れ
し
い
な
　
ド
ア
を
お
さ
え
る

あ
な
た
の
手
　 （
小
学
六
年
生
作
）

え
―
笑
顔
は
ね
　
み
ん
な
の
心
を
つ
な

ぎ
ま
す
　
　
　 （
小
学
六
年
生
作
）

お
―
お
年
寄
り
　
今
度
は
ぼ
く
が
　
や

さ
し
く
し
た
い
（
小
学
五
年
生
作
）

か
―
か
ざ
ら
ず
に
自
分
ら
し
く
　
生
き

て
い
く
　
　    （
中
学
一
年
生
作
）

き
―
教
室
の
　
一
人
ぼ
っ
ち
を
な
く
そ

う
よ
　
　
　    （
中
学
一
年
生
作
）

く
―
く
じ
け
そ
う
　
仲
間
と
一
緒
に
　

が
ん
ば
れ
た    （
小
学
五
年
生
作
）

け
―
敬
老
に
　
孫
か
ら
届
く
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
　
　          （
一
般
の
人

　
作
）

　（
長
野
県
人
権
教
育
推
進
の
た
め
の

調
査
研
究
委
員
会
編
）

公
民
館
事
業

『
筑
北
シ
ニ
ア
大
学
』の
ご
紹
介

　「
青
少
年
健
全
育
成
の

　
　
　
　
推
進
に
つ
い
て
」

教
育
委
員
会
だ
よ
り

g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g

g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g

ggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggg

ggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggg

相
談
日
時

平
日
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
67
―
１
１
６
１
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親
の
足
の
上
に
子
供
の
足
を
乗
せ
て

ロ
ボ
ッ
ト
の
よ
う
に
歩
い
た
り
、
ひ

ざ
の
上
に
子
供
を
立
た
せ
て
、
し
っ

か
り
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
ポ
ー
ズ
で

き
る
か
な
・
・
・
？

親
の
ほ
う
が
大
変
な
動
き
も
あ
っ
て
、

次
の
日
腰
が
痛
い
・
・
・
と
い
う
お

父
さ
ん
も
い
た
と
か
。

　
こ
の
「
運
動
あ
そ
び
」
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
は
運
動
能
力
の
向
上
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
集
団

活
動
を
通
し
て
協
調
し
た
り
、
挑
戦

し
た
り
と
心
も
体
も
バ
ラ
ン
ス
よ
く

鍛
え
ら
れ
る
そ
う
で
す
。
そ
れ
は
脳

の
発
達
に
つ
な
が
り
、
社
会
へ
の
適

応
能
力
が
養
わ
れ
る
の
だ
そ
う
で
す
。

最
近
の
子
供
た
ち
の
身
体
能
力

は
、
昔
よ
り
も
低
下
し
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
取
り
入
れ
て
み
ん
な
元
気
に
た

く
ま
し
く
成
長
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　
去
る
６
月
13
日
と
20
日
に
、
村

の
「
子
ど
も
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
」
の
一
環
で
「
英
語
と
と
も
だ
ち
」

と「
運
動
あ
そ
び
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　「
英
語
と
と
も
だ
ち
」
で
は
３
ヶ
月

に
１
回
、
聖
南
中
学
校
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外

国
語
指
導
助
手
）の
エ
リ
ン
先
生
と
青

島
先
生
を
お
招
き
し
て
、
生
の
英
語

を
耳
で
聞
き
、
い
ろ
い
ろ
な
遊
び
を

通
し
て
英
語
に
親
し
ん
で
い
き
ま
す
。

　　
今
回
は
体
の
部
分
（
頭
、
目
、
鼻
、

口
な
ど
）
を
歌
と
踊
り
に
合
わ
せ
て

楽
し
く
覚
え
ま
し
た
。
ま
た
絵
本
を

見
な
が
ら
、
動
物
の
名
前
と
泣
き
声

も
習
い
ま
し
た
。
は
じ
め
は
緊
張
し

て
い
た
よ
う
で
す
が
、
体
を
動
か
す

と
ほ
ぐ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
、
先
生

の
あ
と
に
つ
い
て
上
手
に
話
し
て
い

ま
し
た
。
や
は
り
頭
の
柔
ら
か
い
う

ち
に
覚
え
る
の
が
一
番
だ
な
〜
と
改

め
て
思
い
ま
し
た
。
ひ
ょ
っ
と
し
た

ら
こ
の
中
に
世
界
へ
羽
ば
た
く
国
際

人
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　「
運
動
あ
そ
び
」
は
月
に
１
回
運

動
保
育
士
の
柳
澤
友
希
先
生
を
お
招

き
し
て
、
楽
し
く
遊
び
な
が
ら
運
動

し
て
、
子
供
た
ち
が
心
身
と
も
に
成

長
で
き
る
よ
う
に
指
導
を
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

４
月
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
取
り

組
み
、
３
回
目
の
６
月
20
日
は
参
観

日
も
一
緒
に
開
催
さ
れ
、
保
護
者
の

方
に
も
「
運
動
あ
そ
び
」
に
参
加
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
四
つ
ん
ば
い
で

の
「
く
ま
さ
ん
歩
き
」
や
、
ひ
ざ
を

ぴ
っ
た
り
く
っ
付
け
て
の
「
カ
ン
ガ

ル
ー
と
び
」、
鉄
棒
に
ぶ
ら
下
が
っ

て
「
ぶ
た
さ
ん
の
丸
焼
き
〜
」
な
ど
、

子
供
に
親
し
み
の
あ
る
動
物
の
動
き

を
取
り
入
れ
た
運
動
な
の
で
、
自
然

と
体
の
筋
力
も
つ
き
そ
う
で
す
。
ま

た
橋
の
よ
う
に
渡
し
た
２
本
の
棒
の

上
を
、
落
ち
な
い
よ
う
に
く
ま
さ
ん

歩
き
を
し
た
り
と
バ
ラ
ン
ス
感
覚
も

養
え
そ
う
な
運
動
も
あ
り
ま
す
。
で

き
な
い
子
に
は
無
理
強
い
は
し
ま
せ

ん
が
、
友
希
先
生
の
指
導
が
上
手
な

の
で
ど
の
子
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
旺

盛
に
が
ん
ば
っ
て
い
て
、
出
来
る
と

と
て
も
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。
後
半

で
は
親
子
で
で
き
る
運
動
遊
び
を
い

く
つ
か
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ほ
ん
じ
ょ
う

ひ
ま
わ
り
俳
句
会

本
城
保
育
園
便
り

お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た

　
毎
月
１
回
第
３
の
金
曜
日
、
午
後
１
時

か
ら
本
城
支
所
農
事
研
修
室
で
開
か
れ
て

い
る
「
ひ
ま
わ
り
俳
句
会
」
に
お
じ
ゃ
ま

し
ま
し
た
。（
代
表

　
宮
井
清
さ
ん
）

　
ひ
ま
わ
り
句
会
は
平
成
９
年
１
月
か
ら

公
民
館
教
室
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。
今

は
「
岳
俳
句
会
」
の
堤
保
徳
先
生
に
講
師

を
、
お
願
い
し
勉
強
会
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
勉
強
会
は
メ
ン
バ
ー
が
５
句
を
事
前
に

提
出
し
、
名
前
は
伏
せ
そ
の
中
か
ら
先
生

が
批
評
と
添
削
を
し
て
頂
き
ま
す
。
み
ん

な
で
勉
強
を
し
ま
す
。

　
今
回
の
題
は
夏
至
・
夕
焼
け
・
み
み
ず
・

梅
雨
・
他
で
し
た
。

　
そ
の
中
か
ら
３
句

太
々
と
み
み
ず
這
い
出
す
雨
上
が
り

し
ま
わ
れ
し
長
袖
探
す
梅
雨
寒
し

廃
屋
を
訪
え
ば
青
梅
鈴
な
り
に

　
15
年
が
過
ぎ
記
念
句
集
「
ひ
ま
わ
り
」

を
創
刊
さ
れ
た
宮
井
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま

し
た
。

『
俳
句
の
初
歩
か
ら
習
い
た
い
と
、
公
民

館
に
声
が
寄
せ
ら
れ
、
講
師
を
探
し
て
い

ま
し
た
が
、
会
員
の
中
に
岳
の
会
員
が
い

て
紹
介
し
て
頂
い
た
』

『
初
回
は
俳
句
の
歴
史
・
約
束
ご
と
・
切

れ
字
な
ど
の
基
礎
を
教
わ
り
ま
し
た
』

『
会
員
の
一
人
ひ
と
り
が
頑
張
る
姿
は
、

生
涯
学
習
の
成
果
で
あ
る
と
・
・
・
』

ひ
ま
わ
り
句
集
か
ら

　
　
一
之
瀬
文
子

牛
の
目
に
宿
る
た
ん
ぽ
ぽ
明
か
り
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
熊
井
み
つ
子

霧
青
し
わ
れ
も
一
本
の
木
と
な
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
美
代
子

一
人
住
む
十
五
六
本
大
根
干
し

五
七
五
の
短
い
言
葉
の
中
に
深
い
意

味
が
含
ま
れ
て
い
る
俳
句
に
挑
戦
し
て
見

ま
せ
ん
か
？
　

　
聖
南
町
「
寄
楽
の
会
」

男
の
料
理
教
室

　
６
月
18
日
（
土
）
朝
９
時
に
聖
南
町
の

公
民
館
に
お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
。
男
性
12

人
の
参
加
と
、
女
性
４
人
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。
女
性
部
代
表
の
山
越
哲
子
さ
ん

に
よ
る
と
『
前
回
の
女
性
部
の
会
で
勉
強

し
た
窪
寺
さ
ん
の
話
が
良
か
っ
た
の
で
、

男
性
に
も
聞
い
て
欲
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

今
日
は
、口
は
出
す
が
手
は
出
さ
な
い
で
す
』

分
館
長
の
宮
川
昌
男
さ
ん
に
、
お
聞

き
し
ま
し
た
。『
今
回
は
男
性
の
料
理
教

室
の
第
１
回
目
で
年
２
回
の
開
催
を
予
定

し
て
い
る
。女
性
の
部
は
年
４
回
あ
り
ま
す
』

住
民
福
祉
課
の
栄
養
士
窪
寺
信
子
さ

ん
を
講
師
に
お
願
い
し
、
１
時
間
半
「
人

の
身
体
を
良
い
状
態
に
保
つ
為
に
考
え
ら

れ
た
基
準
の
食
品
と
そ
の
量
に
つ
い
て
」

な
ど
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　『
お
か
ず
が
一
品
足
り
な
い
時
は
野
菜
の

料
理
を
足
し
て
下
さ
い
』
男
性
に
興
味
の

あ
る
「
ア
ル
コ
ー
ル
の
種
類
と
量
の
め
や

す
」
の
話
は
、
１
日
の
ア
ル
コ
ー
ル
量
は
、

20
ｇ
が
上
限
で
あ
り
、
１
週
間
の
う
ち
に

１
日
は
肝
臓
を
休
ま
せ
る
日
が
必
要
な
こ

と
。「
例
え
ば
日
本
酒
１
合
分
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
、
ご
飯
１
杯
分
（
120
ｇ
）

 
に
相
当

し
ま
す
・
・
」
な
ど
。

さ
あ
、
い
よ
い
よ
料
理
開
始
で
す
。

今
日
の
感
想
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

『
こ
こ
へ
出
て
く
る
の
に
勇
気
が
い
っ
た
』

『
自
分
の
必
要
と
す
る
量
が
少
し
だ
け

わ
か
っ
た
』

聖
南
地
区
の
活
気
と
や
る
気
に
圧
倒

さ
れ
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

今日のメニュー

●ごはん・・各自の適量
　を計算しました。
●わざあり野菜炒め
●えんどうの味噌汁
●にんじんのしりしりい
（沖縄料理）

●冷奴（お浸し添え）
●果物（パイナップル）

メンバーは13人。
今日はちょっと少ないかね…

念願の記念句集ができました。

日本食のほうがいいんだ

「バランス食の会食」技あり野菜
炒め…野菜はさっとゆでる

eyes,nose,ears,
mouth・・・

Puppy, Kitty,
Ladybird,（てんとう虫）

みんなきちんと正座して、
先生の話を聞いてます。

落ちないように
　　　　　　がんばるよ！

しっかり、背筋をのばして
かっこよくポーズ！
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さ
か
き
た

刈
谷
沢
押
絵
の
会

分
館
対
抗
球
技
大
会

鑑
賞
音
楽
会

　
坂
北
刈
谷
沢
地
区
で
月
に
一
回
押

絵
を
す
る
会
場
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。

　
会
の
活
動
が
始
ま
っ
た
の
は
20
年

前
で
現
在
は
12
人
で
活
動
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。
　
　

　
干
支
や
動
物
、
羽
子
板
な
ど
の
作

品
を
作
っ
て
き
た
と
の
こ
と
で
す
が
、

今
回
は
刈
谷
沢
地
区
で
毎
年
三
月
に

行
わ
れ
る
お
田
植
え
祭
り
を
画
材
に

取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

　
作
品
の
中

に
は
、
祭
り

の
中
で
主
役

と
な
る
「
太

郎
、
次
郎
」

の
他
に
そ
れ

ぞ
れ
が
持
参

す
る
小
物
も

描
か
れ
て
お

り
細
か
い
作

業
を
丁
寧
に

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
首
の
部
分
は
少
し
丸
い
方
が
上
で

い
い
だ
い
ね
。」「
肩
は
胴
体
の
下
に

重
な
っ
て
い
れ
ば
い
い
ん
か
ね
。」

足
の
パ
ー
ツ
を
つ
け
る
際
は
、「
こ

れ
は
何
と
な
く
キ
ノ
コ
に
に
て
る

ね
。」
等
と

話
し
な
が
ら

楽
し
く
作
業

を
し
て
い
ま

し
た
。

　
会
の
会
長

の
堤
茂
子
さ

ん
は
、　「
会

が
発
足
し
て

20
年
の
節
目

の
年
に
地
元

に
伝
わ
る
お

祭
り
を
画
材
に
で
き
た
の
は
と
て
も

う
れ
し
い
。
会
の
会
員
は
90
歳
を
超

え
る
方
か
ら
60
代
ま
で
だ
が
、
み
ん

な
楽
し
く
細
か
い
作
業
も
一
生
懸
命

や
っ
て
い
ま
す
。
和
気
あ
い
あ
い
と

や
っ
て
き
た
こ
と
が
長
く
続
け
て
こ

ら
れ
た
要
因
で
、
と
て
も
う
れ
し

い
。」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
作
品
の
下
絵
を
作
ら
れ
た
指
導
者

の
倉
下
静
子
さ
ん
は
、

「
写
真
や
実
際
の
神
社
の
様
相
な
ど

を
も
と
に
構
想
を
練
っ
て
下
絵
を
完

成
さ
せ
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
熱
心
に

取
り
組
ん
で
お
ら
れ
て
、
指
導
す
る

の
も
楽
し
い
で
す
。」と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
し
た
。

作
品
は
秋
の
文
化
祭
に
出
展
予
定
で
、

最
後
の
仕
上
げ
段
階
に
差
し
掛
か
っ

て
い
ま
す
。

　
６
月
10
日

（
金
）、「
ラ
テ

ン
・
エ
ス
ト
レ

ー
ジ
ャ
」
の
皆

さ
ん
を
迎
え
、

坂
北
小
学
校
で

鑑
賞
音
楽
会
が

開
催
さ
れ
ま
し

た
。
１
９
９
５

年
に
結
成
さ
れ

た
こ
の
バ
ン
ド

は
、「
歌
っ
て
、

踊
っ
て
、
楽
し

め
る
、
参
加
型

の
ラ
テ
ン
音
楽
」
を
、
全
国
の
小
中

高
等
学
校
や
、
音
楽
ホ
ー
ル
な
ど
で

演
奏
す
る
活
動
を
な
さ
っ
て
い
ま
す
。

素
敵
な
演
奏
を
聴
か
せ
て
も
ら
っ
た

児
童
の
感
想
文
を
、
こ
こ
に
紹
介
い

た
し
ま
す
。

「
ラ
テ
ン
・
エ
ス
ト
レ
ー
ジ
ャ
」
の

み
な
さ
ん
へ

　
　
　
　
　
５
年
　
増
田
　
奈
々
美

　
わ
た
し
た
ち
の
学
校
に
来
て
く
だ

さ
っ
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
私
の
一
番
心
に
残
っ
た
曲
は
、「
Ｂ

Ｒ
Ａ
Ｚ
Ｉ
Ｌ
」（
ブ
ラ
ジ
ル
）
で
す
。

最
後
に
、
み
ん
な
で
つ
な
が
っ
て
体

育
館
を
回
っ
た
こ
と
が
と
て
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。

　
ま
た
、「
サ
ン
バ
」「
チ
ャ
、
チ
ャ
、

チ
ャ
」「
サ
ル
サ
」「
メ
レ
ン
ゲ
」
と

い
う
リ
ズ
ム
の
違
い
を
、「
崖
の
上

の
ポ
ニ
ョ
」
の
曲
に
あ
わ
せ
て
教
え

て
も
ら
い
ま
し
た
。「
メ
レ
ン
ゲ
」

の
リ
ズ
ム
の
時
に
は
、
ダ
ン
ス
を
お

ど
っ
た
の
が
楽
し
か
っ
た
で
す
。
み

ん
な
ノ
リ
ノ
リ
で
し
た
。
私
の
気
持

ち
も
明
る
く
な
り
ま
し
た
。「
ラ
テ

ン
・
エ
ス
ト
ラ
ー
ジ
ャ
」
の
み
な
さ

ん
は
、
と
て
も
楽
し
そ
う
に
演
奏
し

て
い
ま
し
た
。
私
は
、
笑
顔
で
楽
し

く
演
奏
す
れ
ば
、
見
て
い
る
人
も
楽

し
く
な
れ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
　
　
　

　
こ
れ
か
ら
、
私
た
ち
の
学
校
で
は

音
楽
会
が
あ
り
ま
す
。
今
、
そ
の
練

習
を
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
６
月

１
０
日
の
鑑
賞
音
楽
会
の
よ
う
に
、

聞
い
て
い
る
人
が
楽
し
く
な
れ
る
よ

う
な
演
奏
が
で
き
る
よ
う
に
、
私
も

笑
顔
で
演
奏
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　 

２
年
　
嶋
田
　
り
な

　
６
月
10
日
、
ラ
テ
ン
・
エ
ス
ト
レ

ー
ジ
ャ
の
み
な
さ
ん
の
歌
や
、
楽
器

の
演
奏
を
き
き
ま
し
た
。

　
色
々
な
楽
器
が
あ
り
ま
し
た
。
わ

た
し
の
近
く
で
、
サ
ク
ソ
ホ
ー
ン
を

吹
い
て
く
れ
た
と
き
、
音
が
大
き
く

て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
一
番
お
も

し
ろ
か
っ
た
の
は
、
キ
ー
ボ
ー
ド
で

す
。
お
も
し
ろ
い
音
が
い
っ
ぱ
い
出

て
い
ま
し
た
。

　
歌
は
、
私
の
知
っ
て
い
る
歌
が
、

何
曲
も
あ
っ
た
の
で
、
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。
一
番
印
象
に
残
っ
た
の

は
、「
世
界
に
一
つ
だ
け
の
花
」
で
す
。

こ
の
歌
は
、
一
年
生
の
時
に
歌
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
日
は
、
手

を
振
っ
て
歌
っ
た
の
で
、
余
計
に
楽

し
か
っ
た
で
す
。

　
全
校
の
人
た
ち
が
、
一
緒
に
歌
っ

た
り
、
踊
っ
た
り
し
た
の
で
、
と
て

も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
会
え
た

ら
、
こ
の
日
の
よ
う
に
、
歌
っ
た
り

踊
っ
た
り
し
た
い
で
す
。

　
６
月
５
日（
日
）や
す
ら
ぎ
ス
ポ
ー

ツ
広
場
野
球
場
、
坂
北
社
会
体
育
館

を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
坂
北
社
会
体
育
館
で
行
わ
れ
た
ソ

フ
ト
バ
レ
ボ
ー
ル
に
は
10
チ
ー
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
選
手
宣
誓

か
ら
始
ま
っ

た
大
会
で
は
、

明
る
く
元
気

な
選
手
の
姿

と
応
援
団
の

歓
声
で
い
っ

ぱ
い
で
し
た
。

娘
さ
ん
世
代
か
ら

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
世

代
み
ん
な
で
楽
し

く
プ
レ
ー
し
交
流

を
深
め
て
い
ま
し

た
。

優
勝
　
中
村
Ａ

準
優
勝

　
昭
和
町

三
位
　
竹
場

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

や
す
ら
ぎ
ス
ポ
ー
ツ
広
場
野
球
場
で

開
催
さ
れ
た
大
会
に
は
8
チ
ー
ム
が

参
加
し
ま
し

た
。

　
梅
雨
の

晴
れ
間
と

な
っ
た
大
会

は
、
2
コ
ー

ト
が
用
意
さ

れ
、
大
き
く

外
野
に
飛
ん

だ
ボ
ー
ル
は

隣
の
コ
ー
ト

に
ま
で
届
く
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

優
　
勝
　
中
村
分
館

準
優
勝
　
昭
和
町
分
館

三
　
位
　
刈
谷
沢
分
館

　
　
　
　
竹
場
分
館

宣
誓

わ
た
く
し
た
ち
は

年
に
一
度
こ
の
大
会
に
お
い
て

日
頃
か
ら

何
か
を
も
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
が

思
い
の
ほ
か
実
力
を
と
も
な
わ
な
い
分

笑
っ
て
た
の
し
く
も
っ
と
う
に

一
生
懸
命

怪
我
を
し
な
い
程
度
に

決
し
て
口
だ
け
で
勝
負
せ
ず

美
し
く
た
た
か
う
こ
と
を
誓
い
ま
す

Ｋ
Ｙ
Ｓ
48

下絵と太郎・次郎

　　ファイト！

ストライク！

だいぶ出来上がってきましたね

　
コ
ラ
ム

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
も
う
す
ぐ

半
年
と
な
り
ま
す
。
あ
の
日
か
ら

テ
レ
ビ
、
新
聞
等
の
映
像
を
見
て

は
何
度
も
涙
を
流
し
た
。
年
齢
と

と
も
に
涙
も
ろ
く
な
っ
た
自
分
は

よ
く
涙
を
な
が
す
が
、
今
回
の
涙

は
少
し
違
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

　
被
災
地
の
惨
状
を
み
て
悲
し
い

と
感
じ
る
と
同
時
に
自
分
の
中
で

何
が
で
き
る
か
何
を
す
べ
き
か
と

考
え
る
と
同
時
に
、
頑
張
ら
な
く

て
は
と
い
う
勇
気
を
湧
き
出
す
涙

に
も
思
え
る
。

　
今
年
は
同
じ
よ
う
な
涙
を
流
し

た
人
、
も
っ
と
悲
し
い
涙
を
流
し

た
人
、
涙
の
出
な
い
く
ら
い
つ
ら

い
思
い
を
し
て
い
る
人
が
大
勢
い

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　「
涙
の
数
だ
け
強
く
な
れ
る
・
・
」

と
歌
の
よ
う
に
明
日
に
向
か
っ
て

歩
む
こ
と
、
く
じ
け
て
も
そ
こ
か
ら

始
め
れ
ば
き
っ
と
明
日
は
来
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
何
度
も
涙
を
な
が

す
だ
ろ
。
勇
気
を
湧
き
出
す
涙
・・

こ
ら
え
ず
思
い
っ
き
り
出
し
て
み

よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
Ｏ
Ｋ
Ａ
ち
ゃ
ん
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坂
井
小
学
校
で
は
、
６
月
18
日

（
土
）
の
参
観
日
に
あ
わ
せ
て
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
主
催
の
親
睦
会
「
綱
引
き
じ
ゃ

ん
け
ん
ポ
ン
大
会
」
が
、
体
育
館
に

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
児
童
、保
護
者
、

先
生
約
百
四
十
名
が
参
加
し
、
６

チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
競
い
合
い
ま
し

た
。「
そ
ー
れ
、
そ
ー
れ
」
と
大
き

な
声
が
体
育
館
に
ひ
び
き
わ
た
り
、

じ
ゃ
ん
け
ん
で
盛
り
上
が
り
、
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
テ
ィ
ア
レ
と
は
ハ
ワ
イ
に
咲
く
花

だ
そ
う
で
す
。

　
11
名
の
メ
ン
バ
ー
で
、
寺
沢
講
師

の
指
導
の
下
毎
月
第
２
・
４
火
曜
日

に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
始
め
た
き
っ
か
け

は
運
動
不
足
解
消
と
フ
ラ
ダ
ン
ス
を

や
っ
て
み
た
い
と
の
思
い
か
ら
で
し

た
が
、
活
動
も
早
５
年
と
な
り
踊
れ

る
曲
も
17
曲
と
な
り
ま
し
た
。
発
表

会
は
勿
論
の
こ
と
お
年
寄
り
の
方
達

へ
慰
問
を
し
て
大
変
喜
ん
で
も
ら
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。

　
先
日
も
東
日
本
大
震
災
支
援
ハ
ワ

イ
ア
ン
コ
ン
サ
ー
ト
に
も
参
加
し
ま

し
た
。

　
南
国
の
色
鮮
や
か
な
色
と
り
ど
り

の
衣
装
を
身
に
着
け
て
の
姿
は
美
し

い
花
が
咲
い
た
よ
う
で
し
た
。

　
ど
ん
よ
り
と
し
た
梅
雨
の
合
間
の
、

暑
さ
を
感
じ
る
く
ら
い
の
ス
ッ
キ
リ

晴
れ
た
日
に
、‘
風
に
立
つ
’
像
の

制
作
者
、
中
山
先
生
の
講
演
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
先
生
も
12
年
振
り
の
再
会
で
あ

り
、
坂
井
小
学
校
で
は
銅
像
の
周
辺

を
「
風
の
広
場
」
と
名
付
け
ら
れ
て

い
る
事
、
又
銅
像
も
壊
さ
れ
る
事
も

な
く
大
切
に
さ
れ
て
き
た
事
を
知
り

と
て
も
喜
ん
で
下
さ
い
ま
し
た
。

　
先
生
は
①
誰
が
作
っ
た
の
か
②
な

ぜ
作
っ
た
の
か
③
ど
ん
な
思
い
で
制

作
し
た
の
か
を
中
心
に
話
し
て
下
さ

い
ま
し
た
。

　
新
校
舎
の
記
念
と
し
て
当
時
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
さ
ん
を
中
心
に
計
画
を
進

め
て
下
さ
っ
た
事
。
積
み
立
て
だ
け

で
は
足
り
な
い
分
を
当
時
坂
井
村
の

村
長
さ
ん
を
は
じ
め
、
村
が
応
援
し

て
く
れ
た
事
。
銅
像
も
多
く
の
人
達

を
通
し
て
作
ら
れ
て
い
っ
た
過
程
を

丁
寧
に
説
明
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　
銅
像
を
造
る
過
程
は
、

１
　
絵
を
書
き

２
　
た
め
し
の
作
品
を
作
る

３
　
粘
土
で
作
る

４
　
石
膏
像
に
す
る

５
　
ブ
ロ
ン
ズ
像
に
す
る

６
　
石
の
台
座
に
す
え
る

　
先
生
は
制
作
し
て
い
る
途
中
、
何

度
も
小
学
校
に
足
を
運
ん
で
下
さ
り
、

太
陽
の
動
き
ま
で
を
考
え
て
銅
像
が

陰
に
な
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
、
手

を
基
と
な
っ
た
石
膏
像
と
は
逆
の
位

置
に
変
え
た
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
銅
像
の
少
女
に
は
二
人
の

モ
デ
ル
が
い
て
、
そ
の
モ
デ
ル
は
坂

井
小
学
校
の
先
輩
で
あ
っ
た
事
を
知

　
今
は
エ
ピ
リ
マ
イ
と
い
う
と
て
も

ゆ
っ
た
り
と
し
た
中
に
優
雅
で
美
し

い
曲
を
練
習
し
て
い
ま
す
。

　
メ
ン
バ
ー
全
員
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

の
良
さ
は
勿
論
の
こ
と
、
練
習
の
時

の
集
中
力
や
、
踊
り
を
良
く
し
よ
う

と
す
る
姿
勢
は
フ
ラ
ダ
ン
ス
が
皆
さ

ん
と
て
も
好
き
な
の
だ
と
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。

　
寺
沢
講
師
も
フ
ラ
ダ
ン
ス
は
誰
に

で
も
出
来
、
手
の
動
き
は
手
話
で
も

あ
り
ま
す
。
踊
り
の
奥
に
あ
る
意
味

の
深
さ
に
触
れ
て
い
く
と
い
う
楽
し

み
が
あ
り
ま
す
。
踊
る
者
に
も
見
て

い
る
人
に
も
共
に
幸
せ
を
感
じ
て
も

ら
い
た
い
と
の
事
で
し
た
。

　
踊
り
が
深
ま
る
と
、手
、目
線
力
の
表

現
が
と
て
も
美
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
滝
澤
美
起
子
代
表
も
心
身
共
の
健

康
維
持
に
と
て
も
良
い
も
の
で
す
し
、

踊
る
楽
し
み
も
沢
山
あ
り
ま
す
。
フ

ラ
ダ
ン
ス
の
良
さ
を
多
く
の
方
達
に

知
っ
て
、
触
れ
て
欲
し
い
で
す
。
と

笑
顔
で
語
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　
坂
井
保
育
園
で
三
園
の
年
長
達
が

交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
前
日
ま
で
は
肌
寒
く
、
天
気
が
心

配
で
し
た
が
、
園
児
達
の
元
気
に
つ

ら
れ
た
よ
う
に
お
日
様
が
ニ
コ
ニ
コ

と
顔
を
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
坂
井
保
育
園
で
写
真
を
撮
影
し
て

か
ら
近
く
の
も
ん
じ
ゅ
山
に
お
散
歩

に
出
か
け
ま
し
た
。

　
も
ん
じ
ゅ
山
の
お
散
歩
コ
ー
ス
は

ま
さ
に
自
然
の
教
科
書
。
目
的
地
を

目
指
す
子
、
周
り
の
自
然
に
目
を
や

り
先
生
に
聞
く
子
、
珍
し
い
物
が
あ

れ
ば
手
に
す
る
子
。
様
々
な
行
動
が

あ
り
ま
し
た
が
、
山
道
を
皆
、
一
生

懸
命
登
り
ま
し
た
。

　
目
的
地
に
着
い
て
か
ら
は
皆
で
か

く
れ
ん
ぼ
や
お
い
か
け
っ
こ
、
様
々

な
遊
び
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
園
児
達
の
元
気
は
疲
れ
知
ら
ず
。

そ
し
て
交
流
も
男
の
子
よ
り
女
の
子

の
方
が
若
干
早
く
な
じ
ん
で
い
る
気

が
し
ま
す
が
、
あ
っ
と
い
う
間
に
仲

良
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
お
散
歩
を
終
え
る
と
保
育
園
の
近

く
の
公
園
で
お
家
の
方
に
作
っ
て
も

ら
っ
た
お
弁
当
を
美
味
し
く
い
た
だ

き
ま
し
た
。
み
ん
な
お
い
し
か
っ
た

か
な
〜
⁉

さ
　
か
　
い

フ
ラ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

〜
坂
井
テ
ィ
ア
レ
〜

中
山
邦
彦
先
生
講
演
会

「
綱
引
じ
ゃ
ん
け
ん
ポ
ン
大
会

２
０
１
１
」

保
育
園
三
園
交
流
会

寄
り
道
散
歩

踊る事が楽しみなのよ

♥若さと美しさの
　　　　　ヒケツ♥

登るぞ

え～！

銅像のモデルさんは
ここにいる来賓の中
の娘さんです。

全員で記念写真

何をして
遊ぼうかな

ガンバレ！日本タンポポ 　
季
節
外
れ
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
発
見
し
ま
し
た
。

　
日
本
タ
ン
ポ
ポ
　
田
ん
ぼ
の

主
も
残
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た

り
児
童
達
も
驚
き
と
と
も
に
銅
像
を

も
っ
と
身
近
に
感
じ
る
事
が
出
来
た

よ
う
で
し
た
。

　
銅
像
は
風
に
向
か
っ
て
ふ
ん
ば
る

少
女
の
姿
を
現
し
て
お
り
、
先
生
は

苦
し
い
時
こ
そ
耐
え
て
頑
張
っ
て
欲

し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
制
作
し

て
下
さ
い
ま
し
た
。

　
先
生
は
児
童
達
に
、
苦
し
さ
に
耐

え
て
‘
か
っ
こ
い
い
人
’
に
な
っ
て

欲
し
い
。
で
も
‘
か
っ
こ
い
い
’
と

は
美
人
や
イ
ケ
メ
ン
の
人
を
い
う
の

で
は
な
く
、
苦
し
い
時
に
こ
そ
頑
張

る
人
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
銅
像
に

負
け
な
い
で
欲
し
い
と
最
後
に
エ
ー

ル
を
お
く
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　
館
報
第
34
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
今
年
の
夏
は
節
電
の
夏
。
熱
中
症

に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
た
い

で
す
ね
。 

ね
こ

あっ手の位置が
反対だ！！！！

館
報
編
集
後
記
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本城図書室コミック本紹介
◎　君に届け１巻～１０巻　　　　　　  著者・絵　椎名軽穂
◎　バクマン１巻～１２巻　　　　　　  著者・大場　つぐみ　　絵・小畑　健
◎　ｘｘｘＨＯＬｉＣ１巻～１８巻　　　 著者・絵　ＣＬＡＭＰ

　　　　　　　えほん 『へんしんトンネル』　作：あきやま ただし　より
ようこそ、へんしんトンネルへ！
このトンネルをくぐると、なぜか　いろんなものが　へんしんしちゃうんです。
いったい　なんに　へんしんしちゃうんでしょうね。
かっぱが「かっぱかっぱ…」とつぶやきながらくぐると、「…ぱっかぱっか」とウマになっ
てでてきました
さあ　このトンネルを　くぐって、ふしぎな　ことばあそびをたのしんでみませんか。
へんしんトイレや、へんしんマラソンなどなど・・・他にもいろんなシリーズがあります。

絵本紹介

図 書 館 か ら お 知 ら せ ♪
野山の緑が少しずつ深みをまして来ました。葉っぱがモコモコと盛り上がってくる景色を
見ると木々も一生懸命生きているんだなとうれしく感じます。雨が降ったときの野山の緑は
とっても美しいですね。そんな雨の日などの農作業の合間に図書館の本で静かに読書を楽し
んでみてはいかがですか。

《夏休み一日開館のお知らせ》
 期　　　　間　　　 ７月２８日（木）～８月１２日（金）
 筑北村図書館　　　 午前１０時～午後 ６時　　　火曜日～日曜日
 本城図書室　　　 午前１０時～午後 ５時　　　火曜日～土曜日
 坂井図書室　　　 午前　９時～午後 ５時　　　月曜日～金曜日

＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠　お礼とお願い　＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠
５月に実施いたしました図書館・図書室の蔵書点検の折には、皆さまにご協力いただき無

事点検が終わることができありがとうございました。しかし、蔵書点検を行ったところ、不

明本が何点か見つかりました。図書館の本は、公共の備品として多くの皆さまに利用してい

ただくものです。また、次に借りることを心待ちにしていらっしゃる方もいらっしゃいます。

返却期限を守る、本を大切に扱う等ルールを守ったご利用を今後もお願いいたします。

＊＊＊＊＊＊＊　本城図書室に本の返却口が出来ました　＊＊＊＊＊＊＊
本城図書室は、いままで休館日等の対応のための本の返却口がありませんでした。

誰も居ない休館日等の対応のための 本の返却口  を設置しました。
返却口の場所は、本城体育館側の公民館事務所出入り口  に設けてあります。
事務所が閉じている時は、返却口から本をお返しください。（下記写真）

★★★★★★★《新刊本の紹介》★★★★★★★
【一般書籍】　　
★　老いの才覚　　　　　　　    作：曽野綾子
☆　アイスクリン強し     作：畠中 惠
★　ふたたび、生きて、愛して、考えたこと　   作：杉原美津子
☆　若様組まいる　　　　　　　　　　　　　　 作：畠中 惠
★　選挙カーから見た信州  　　　　  作：松本 猛

【絵　本】 
☆　恐竜王国　全 8巻　（ティラノサウルス、他）
★　へんしんシリーズ　全７巻　　　　　　　   作：あきやま ただし
☆　はしれきかんしゃちからあし　　  　　　　 作：小風さち
★　ぼくのいえにけがはえて  　　　　  作：川北亮司
☆　あっちゃんあがつく　　　　　　  　　　　 作：さいとう しのぶ
★　だっだぁー　　　　            　　　　　  作：ナム－ラ ミチヨ
☆　おふろだいすき！　ぷっぺ 　　　　   作：よしなが こうたく
★　きみのかみさま   　　　　   作：西原理恵子

【実用本】
☆　ひんやりおいしい冷たいスイーツ　　　　　 作：宮澤うらら 
★　絵巻と旅する信州　
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